
定期建物賃貸借契約書
	物件の表示
	名　称
	旧小樽倉庫及び前庭

	
	所在地
	小樽市色内２丁目１７９番地

	
	種　類
	倉庫

	
	構　造
	木骨煉瓦造２階建

	
	床面積
	一番庫395.01㎡、二番庫282.76㎡、三番庫255.56㎡、中庭(屋外)350.9㎡、

	
	備　考
	前庭(屋外)　442.53㎡　建物に付随し貸付対象


	使用目的
	


	賃貸借期間
	令和６年８月１日～令和１１年３月３１日


	名　称
	金　額
	
	支払期限
	当月分を当月末日までに支払う

	月　額
	賃　料
	円
	
	支払方法
	納付書払

	
	消費税
	円
	
	備　考
	小樽市の発行する納入通知書により、小樽市指定金融機関等又は小樽市指定金融機関派出所において、小樽市に支払わなければならない。

	
	賃料合計
	円
	
	
	


	貸　主
	住　　所
	小樽市花園２丁目１２番１号

	
	氏　　名
	小樽市長　迫　　俊　哉

	
	電話番号
	（０１３４）３２－４１１１

	借　主
	住　　所
	

	
	商号・代表者氏名
	

	
	電話番号
	


	緊急時の連絡先
	住　　所
	

	
	氏　　名
	
	借主との関係
	

	
	電話番号
	
	携帯番号
	


	備　考
	


　　貸主　　小樽市　　と借主　　　　　　　　は標記定期建物賃貸借契約を締結し、本契約を証するため本契約書を２通作成して当事者署名押印の上、各１通を保有する。
　　令和　　年　　月　　日
貸主　　小樽市　　　　　　　　　　　　　　　
小樽市長　　迫　　俊　哉　　　　　　
借主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
―契　約　条　項―
　第１条　契約の締結

　　　　　小樽市（以下「貸主」という。）及び　　　　　　　　（以下「借主」という。）は、標記物件（以下「本物件」という）について、以下の条項により借地借家法第３８条に規定する定期建物賃貸借契約を締結した。

　第２条　賃貸借期間

　　　　　賃貸借期間は、標記に記載のとおりとし、この期間満了により本契約は終了し、更新がない。ただし、貸主及び借主は、協議の上、本契約の期間の満了の日の翌日を始期とする新たな賃貸借契約（以下「再契約」という。）を締結することができる。本契約が終了する日までに貸主借主間に再契約が成立しない場合においては、本契約は終了し、本契約終了日までに借主は本物件を貸主に明け渡さなければならない。

　　　２　前項に規定する賃貸借期間が１年以上の場合、貸主は、期間満了の１年前から６か月前までの間（以下「通知期間」という）に借主に対し期間満了により賃貸借が終了する旨を書面により通知する。
　　　３　貸主は、前項に規定する通知をしなければ、賃貸借の終了を借主に主張することができず、借主は、第１項に規定する期間満了後においても、本物件を引き続き賃借することができる。ただし、貸主が、前項の通知期間の経過後借主に対し期間満了により賃貸借が終了する旨の通知をした場合においては、その通知の日から６か月を経過した日に賃貸借は終了する。

　第３条　使用目的
　　　　　借主は、本物件を標記に記載の使用目的のみに使用する。
　第４条　賃料
　　　　　借主は、標記の賃料合計額を貸主に支払わなければならない。なお、この契約締結後、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）等の改正によってこの契約における消費税及び地方消費税の額に変更が生じた場合は、借主は、この契約を何ら変更することなく、改正後の消費税及び地方消費税の額により賃料を支払うものとする。
　　　２　貸主及び借主は、次の各号の一に該当する場合には協議の上、賃料を改定することができる。

　　　　一　土地又は建物に対する公租公課の増減により、賃料が不相当となった場合

　　　　二　土地又は建物の価格の上昇又は低下その他の経済事情の変動により、賃料が不相当となった場合

　　　　三　近傍類似の建物に賃料の変動が生じ、賃料が不相当となった場合
　第５条　必要経費等の負担
　　　　　借主は、本物件の維持管理に必要な光熱費、上下水道使用料、清掃費その他の本物件の使用に伴い必要となる費用を負担する。

　第６条　賃料の支払方法
　　　　　借主は、毎月の賃料を当月末日までに、貸主の発行する納入通知書により、小樽市指定金融機関等又は小樽市指定金融機関派出所において、貸主に支払わなければならない。

　　　２　前項に定める納期限までに借主から賃料の納入がない場合は、貸主は、当該賃料につき、納期限の翌日から支払のあった日までの日数に応じ、この契約を締結した日における政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第８条第１項の規定に基づき財務大臣が決定した率により計算した額の遅延利息の支払を借主に請求することができる。
　第７条　賃料の改定
　　　　　貸主は、地代相当額、火災保険料、管理費等の変更、又は経済事情の変動により賃料に改定の必要が生じたときは、これを変更することができる。

　　　２　前項の変更は、貸主が借主にこれを通知することによって効力を生じるものとする。
　第８条　借主の善管注意義務及び損害責任
　　　　　借主は、本物件を善良なる管理者の注意をもって使用しなければならない。

　　　２　借主及び借主の関係者の故意又は過失により本物件その他の貸主の所有物件を滅失・毀損させて、貸主に損害を与えた場合、借主は貸主の指示に従い修復するとともに、その発生した損害を賠償しなければならない。
　　　３　本物件屋根及び建物前の除排雪は、借主が管理し行うものとする。この場合において、借主、貸主又は第三者に落雪落氷その他損害を与えた場合、借主の責任となり、貸主はその一切の責任を負わない。
　　　４　火災・犯罪及び消火活動・緊急避難等によって、借主の所有物に損害が生じた場合、貸主はその一切の責任を負わない。

　　　５　双方いずれかの責に帰することができない理由により、本契約に定める条項の履行が不可能となったときは、当該条項は直ちに失効するものとし、相互に損害賠償等の責めを負わないものとする。
　第９条　禁止事項
　　　　　借主は、本物件の使用に当たり、次の各号に掲げる行為をしてはならない。
　　　　一　本契約による権利を譲渡、転貸すること。
　　　　二　本物件の全部若しくは一部を第三者に転貸し、又は使用させること。
　　　　三　衛生上有害となる行為をすること。
　　　　四　法令に違反し、又は公序良俗に反する行為及び風紀を乱す行為をすること。
　　　　五　指定された場所以外に物品等を設置すること。
　　　　六　損害を及ぼすような一切の行為をすること。
　　　　七　建築基準法の用途地域に適しない使用をすること。

　　　　八　その他近隣に迷惑をかける行為をすること。
　　　２　借主は、貸主の書面による事前の承諾なしに、次の各号に掲げる行為をしてはならない。

　　　　一　本物件を標記の使用目的以外の用途に供すること。

　　　　二　本物件の改築、改造、模様替え等又は本物件の敷地内における工作物の設置をすること。
　第１０条　遵守事項
　　　　　借主は、貸主が本物件管理上必要な事項を借主に通知した場合、その事項を遵守し、近隣の迷惑になるような行為をしてはならない。

　第１１条　実施調査等
　　　　　貸主は、必要があると認めるときは、本物件の施設維持調査及び運営状況等に関し、調査又は資料等の提出若しくは報告を請求することができる。
　　　２　借主は、正当な理由がない限り、前項の調査又は請求を拒んではならない。
　第１２条　契約期間中の修繕
　　　　　本物件の賃貸部分の修繕に要する費用は、全て借主の負担とする。ただし、ボイラーや高圧受変電設備、非常用放
　　　　送設備等の建物躯体に係る大規模修繕や、博物館との共用設備等に係る修繕については貸主が担うものとする。修繕
　　　　の負担分類については別途仕様書で定める。
      ２　修繕の事案が発生した際、修繕手法等について貸主と事前協議を行うこと。　　　
　　　３　本物件内に破損箇所が生じ、借主がその事実を知った場合には、貸主に速やかに届け出て確認を得るものとし、その届出が遅れて貸主に損害が生じたときは、借主はこれを賠償しなければならない。
　第１３条　免責
　　　　　地震、火災、風水害等の災害、盗難等その他不可抗力と認められる事故又は貸主若しくは借主の責によらない電気、ガス、給排水等の設備の故障によって生じた貸主又は借主の損害について、貸主又は借主は互いにその責を負わない。

　第１４条　立入り

　　　　　貸主は、本物件の防火・構造の保全その他の本物件の管理上特に必要があるときは、あらかじめ借主の承諾を得て、本物件内に立ち入ることができる。

　　　２　借主は、正当な事由がある場合を除き、前項の規定に基づく貸主の立入りを拒否することはできない。

　　　３　貸主は、火災による延焼を防止する必要がある場合その他の緊急の必要がある場合においては、あらかじめ借主の承諾を得ることなく本物件内に立ち入ることができる。この場合において、貸主は、借主の不在時に立ち入ったときは、その旨を借主に通知しなければならない。

　第１５条　借主の通知義務

　　　　　借主は、次の各号の一に該当するときは、直ちにその旨を書面により貸主に通知しなければならない。

　　　　一　１か月以上、本物件における営業を休業するとき。
　　　　二　緊急時の連絡先の変更があったとき。
　　　　三　本物件について、修繕が必要となったとき。
　第１６条　契約の解除

　　　　　貸主は、借主が次のいずれかに該当した場合において、貸主が相当の期間を定めて当該義務の履行を催告したにもかかわらず、その期間内に当該義務が履行されないときは本契約を解除することができる。

　　　　一　２か月分以上賃貸借金額の支払いを怠ったとき。
　　　　二　故意又は過失により必要となった修繕に要する費用等の負担を怠ったとき。
　　　２　貸主は、借主が次のいずれかに該当した場合において、本契約を継続することが困難であると認められるに至ったときは、本契約を解除することができる。

　　　　一　監督官庁より営業の取消し等の処分を受けたとき。
　　　　二　差押え、競売、滞納処分等を受け、又は銀行取引停止処分、破産その他信用不安が生じたとき。
　　　　三　第９条のいずれかの規定に違反したとき。
　　　　四　借主に関する事実及び入居申込書の記載事項に重大な虚偽があったことが判明したとき。
　　　　五　役員等（借主が個人である場合にはその者を、借主が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者をいう。以下この項において同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員（以下この項において「暴力団員」という。）であると認められるとき。
　　　　六　暴力団（暴力団対策法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下この項において同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。
　　　　七　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。
　　　　八　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められるとき。
　　　　九　役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。
　　　　十　その他本契約の各条項に違反したとき。
　第１７条　中途解約の禁止

　　　　　借主は、本契約締結後、第２条に規定する賃貸借期間満了まで、本契約を解約することはできない。
　第１８条　天災地変等による契約の終了
　　　　　天災地変、事故、火災、朽廃等により、本物件の全部若しくは大部分を使用することが不可能な状態となったとき又は改築・大修理の必要が生じたとき、本契約は終了する。
　第１９条　明渡し
　　　　　借主は、本契約が終了する日までに（第１６条の規定に基づき本契約が解除された場合は直ちに）、本物件を明け渡さなければならない。

　　　２　借主は、明渡しの際、本物件内の物品一切を搬出し、借主の設置した内装造作諸設備を撤去し、本物件を引渡し当初の原状に復しなければならない。ただし、協議において両者が合意した場合、借主は貸主に対して引き渡すことができる。
　　　３　借主が本物件の明渡しを完了しない場合には、その期間に応じ、本物件の直近賃料に相当する額の使用損害金を貸主に支払わなければならない。
　第２０条　明渡し時の修繕
　　　　　本物件の明渡し時において、借主の故意又は過失により必要となった修繕に関する費用は、借主が負担しなければならない。

　　　２　借主が自己の負担において前項の修繕をしないときは、貸主は借主の負担において修繕し、要した費用の請求をすることができる。

　第２１条　再契約

　　　　　再契約をした場合、第１９条の規定は適用しない。ただし、本契約における原状回復の債務の履行については、再契約に係る賃貸借が終了する日までに行うこととする。
　第２２条　本契約による責務
　　　　　借主は、本契約が終了又は解除された後も、本契約から生じる一切の責務を免れることができない。
　第２３条　契約締結に要する費用
　　　　　本契約の締結に要する費用は、借主の負担とする。

　第２４条　管轄裁判所

　　　　　本契約に関する訴訟は、貸主の所在地を管轄する地方裁判所をもって管轄裁判所とする。

　第２５条　契約に定めのない事項
　　　　　本契約に定めがない事項については、小樽市公有財産規則（昭和３９年小樽市規則第３０号）及び小樽市契約規則（平成８年小樽市規則第２７号）によるほか、必要に応じ貸主と借主が協議の上、定めるものとする。
仕様書
１．貸付条件
   ・本物件は、全て現状有姿のまま貸し付けます。備付の売店カウンターや備品類の一部がございますので、内
　　 会時に御確認ください。
   ・光熱水費は、全て借主の負担とします。電気及び灯油は隣に位置する総合博物館と供用のため、以下の点に
     さい。※いずれの費用も使用メータ等を設置しておりますので、実際に使用した量に基づいた請求となりま
     代に関しては、屋根にある鯱２基分のライトアップに係る電気代もお支払いいただきます。
　 ・電気料‥博物館と共用のため、電気料金は一時的に小樽市が立替し、借主にご請求します。
　 ・灯油代‥博物館と共用のため、燃料業者は市の規定に基づき選定された業者となり、その業者に支払ってい
             ただきます。
　 ・修繕の負担分類の具体例
　　 貸主が行う修繕：ボイラー、高圧受変電設備、非常用放送設備、雨漏り、屋根瓦・鯱、石壁壁面、貸主が整
                     備した上下水道管、鯱ライトアップ修繕、等
     借主が行う修繕：上記以外（トイレ詰まり、便器破損、手洗い場センサー、グレーチング、中庭等のコンセ
                     ントカバー、各種照明、ガラス、湯沸かし器、給水管、自動扉修繕、電球更新、等）

     ※修繕の事案が発生した際、修繕手法等について小樽市と協議を要します。
　 ・景観条例により外観の改造はできません。また、内装工事・模様替え等を行う際は書面による事前の承諾を
     必要とします。
　 ・一番庫に火災報知機等が設置されております。施設の管理に当たっては、消防法等の関係法令を遵守してく
     ださい。

　 ・前庭の除雪及び喫煙所の清掃用務を行ってください。また前庭は修学旅行生の待機場所や観光客の動線等、
     公共的な機能が求められますので、利活用を行わない時等は可能な限り開放してください。また、前庭は駐
     車場として整備することはできません。
　 ・夜の賑わい創出のため、最低限20時まで開館してください。 ※一部開館でも可とします。
　 ・一番庫においては、市民や観光客が自由に休憩できるフリースペースや誰でも利用できるトイレを確保して
     ください。

　　 ※フリースペースの面積は概ね260㎡(一番庫の2/3)以上

　　 ※可能な限り、フリースペースは可能な限り10月１日の供用開始に先行して開放すること。

　　 ※フリースペースの使用を希望する団体からの要望には極力応じてください。
　　 ※フリースペースの使用方法は、基本的に提案内容に沿いますが、市と協議を要する場合があります。
　 ・近隣に住宅があるため騒音(概ね70デシベル以下)に配慮した内容で活用してください。
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　　 ※旧小樽倉庫北側にある小樽市総合博物館含め、旧小樽倉庫一体として実施する消防用設備保守点検業務は、
       小樽市が行います。
     　借主が行う点検(実施例)
検査、点検等保守管理
・自動扉保守点検
・貯水槽保守点検及び清掃
・冷蔵冷凍機保守点検
・暖房機保守点検
日常点検等
・電気工作物保守点検
・盗難防止上の点検
その他

